
� ɽ͸͡Ίʹ

　ઋ୆市水道ࣄ業は、大ਖ਼12年の給水開࢝Ҏདྷ、
ਓ૿ޱ加΍都市の発లにԠ͡た֦ுΛ行いͳ͕
ら、҆全でྑ࣭ͳ水道水Λڙ給することで、ైの
都�ઋ୆の市ຽ生׆、都市機ೳ、産業׆ಈΛ͑ࢧ
て͖ました。
　ۙ年、水道ࣄ業Λ取りרくڥ؀は大͖くม化し、
全国の水道ࣄ業ମで、水धཁのݮগ、ࢪઃの࿝ٺ
化、୲い手不଍౳の՝୊に௚໘しています。こ͏
した՝୊にରԠし、将དྷにΘたって水道ࣄ業Λ持
ଓしていくたΊには、さらͳるܦ営վળࡦΛ講͡
るඞཁ͕͋りました。
　ͦこで、ઋ୆市水道局では、令和元年౓に水道
本తํ向ੑͳͲΛࣔجのࡦࢪ1�年ؒのޙࠓ業のࣄ
す「ઋ୆市水道ࣄ業ج本ܭը」（Ҏ下、ج本ܭը）
と、ͦのํ向ੑにԊった۩ମతͳ取組みΛਪ進す
るたΊの「ઋ୆市水道ࣄ業中ܦظ営ܭը」（Ҏ下、
中ܭظը）Λࡦ定しました。
、ըࣗମの内༰ではͳくܭ、ड़するのはهճࠓ　
した֤छ取組みΛご঺հするࢪ定に向け実ࡦըܭ
΋のです。

� ɽܭըࡦఆஈ֊Ͱの֤छऔ૊

　水道ࣄ業Λ取りרくࣄ業ڥ؀のܹٸͳม化にର
ԠするたΊ、水道局৬員͕一ؙとͳって水道ࣄ業
の運営にܞΘり、より実ޮੑのߴいܭըとするこ
と΍৬員ҙࣝの向上Λ໨తとして、ܭըの֤ஈ階
で৭ʑͳ取組みΛ行いました。
成と、ͦの֤ஈ階での取組みはҎߏըの全ମܭ　
下の௨りとͳっていますʢਤ �ʣ。

ʢ �ʣকདྷの水ಓۀࣄの͋Γํηϛφー
す܎定に関ࡦըܭ定に౰たっては、ओにࡦըܭ　
る෦ॺだけではͳく、水道局全ମで将དྷの水道ࣄ
業の͋りํΛ͑ߟること͕ॏཁで͋ることから、
水道に関する࠷新の஌ݟ΍ྫࣄͳͲΛ༗する༷ʑ
ͳ講ࢣのํからご講ԋいただく「将དྷの水道ࣄ業
の͋りํセϛナー」Λ開࠵しましたʢਤ �ʣ。
　ް生࿑ಇল౳の行੓機関関ऀ܎΍大学のڭतͳ
Ͳ༷ʑͳ෼໺の学ࣝऀݧܦにご講ԋΛしていただ
͖ʢද �ʣ、全 �ճの開࠵で、Ԇ΂໿5��ਓの৬
員͕参加し、セϛナーޙのΞンέートでは、֓Ͷ
�ׂҎ上の৬員͕「ຬ଍・理ղした」とい͏݁Ռ
Λಘました。

ਫಓجۀࣄຊܭըٴͼ
தܦظӦܭըࡦఆʹ͚ͨ޲औ૊

1˓23ઃඋγεςϜɾܭۀࣄը

ਤ �ɹܭըのମܥͱࡦఆʹ֤͚ͨ޲छऔ૊Έ

基本理念

将来像

施策の
基本的方向性

施策

施策ごとに
掲げる事業

1 将来の水道事業のあり方セミナー

2 若手職員による組織横断検討会

3 ブレーンストーミング

4 中堅職員による組織横断検討会

5 次期基本計画NEWSLETTER
新規事業

水道局内への広報

6 青下の杜プロジェクト・おふろ部

基本計画

中期計画

ਤ �ɹকདྷの水ಓۀࣄの͋Γํηϛφー
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ʢ �ʣएख৬һʹΑΔ૊৫ԣஅݕ౼ձ
　将དྷ水道局Λ୲͏ए手৬員͕ܭըࡦ定աఔに参
加することで、ج本ܭը・中ܭظըにରする理ղ
のਂ化΍、業຿਱行にରするϞチϕーシϣン向上
Λ図ることΛ໨తにए手৬員による組৫横அݕ౼
会Λઃ置しました。本ݕ౼会は、ポスト܎長未ຬ
の৬員Λର৅とし、ए手৬員��໊͕参加しました。
　ෳ਺のάループに෼かΕ、本市水道ࣄ業のݱ状
΍՝୊、将དྷのࣄ業ڥ؀予ଌ、ࡒ੓シϛϡレーシϣ
ン、お٬さまҙࣝௐࠪ݁ՌͳͲにͭいて໿൒年で
全 �ճのҙݟ交׵౳Λ実ࢪしʢਤ �ʣ、άループ
ごとにج本ܭըのج本理೦΍将དྷ૾ͳͲΛఏ案し
ました。
　本ݕ౼会のఏ案Λ΋とに、局内でݕ౼Λ進Ί、
本理೦「未དྷ΁ͭͳ͙ైの都の水のجըのܭ本ج
道�～市ຽ・ࣄ業ऀとの協ಇ～」ͳͲΛ૑り上͛
ましたʢਤ �ɺ �ʣ。

ʢ �ʣϒϨーϯετーϛϯά
　局内֤෦長ΛコーσΟωーターに、テーマごと
にブレーンストーϛンάΛ実ࢪしました。
本తجのࡦࢪ」ըで掲͛る「将དྷ૾」΍ܭ本ج　
ํ向ੑ」Λୡ成するたΊに、՝୊のநग़΍۷り下
͛Λ行い、ͦのղܾࡦとして۩ମのࡦࢪ΍ࣄ業౳
にͭいてҙݟ交׵౳Λ実ࢪし、��Λ௒͑るΞイ
σΟΞ͕集まりました。

ʢ �ʣதݎ৬һʹΑΔ૊৫ԣஅݕ౼ձ
　中ܭظըに掲載する۩ମతͳࡦࢪ΍ࣄ業౳にͭ
いて、ࡏݱの୲౰業຿にݶらͣ、組৫の࿮Λ௒͑
た広いࢹ఺でݕ౼することΛ໨తに中ݎ৬員によ
る組৫横அݕ౼会Λઃ置しました。本ݕ౼会は、
֤෦長のࣔࢦの΋と、ポスト܎長4�໊で実ࢪしま
した。
　（ �）のブレーンストーϛンάでநग़さΕた՝୊
΁のղܾ手๏のΞイσΟΞの中で、ಛにޙࠓॏཁ
だとҐ置෇けた�఺にͭいて、実ੑݱ΍۩ମతͳ
スέジϡールのݕ౼౳Λ行いʢਤ�ʣ、ͦの݁ՌΛ
΋とに中ܭظըΛ࡞成しましたʢਤ�ʣ。

ද �ɹߨԋλΠτϧ
第 1回 水道ΛΊ͙Δಈ向について
第 2回 水ݯࢿɾ水॥؀͔ΒΈΔ水道ۀࣄ
第 3回 水道ۀࣄのຽӦԽͱ޿ҬԽΛ͑ߟΔ
第 4回 4PDJFUZ5��の࣮ݱͱݐઃ෼໺の໾ׂ
第 5回 ߳઒ݝに͓けΔ水道޿ҬԽについて
第 �回 ʮ஌ΒͤΔʯ͔ΒʮࢀՃʯͦ͠てʮ߹ҙܗ੒ʯ΁
第 �回 管࿏଱਒Խ͋Ε͜Εʜ
第 �回 水道ۀࣄΛऔΓڥ؀͘רͱ޿Ҭ࿈ܞにΑΔج൫ڧԽ

ਤ �ɹएख৬һʹΑΔ૊৫ԣஅݕ౼ձ

ਤ �ɹকདྷ૾

ਤ �ɹதݎ৬һʹΑΔ૊৫ԣஅݕ౼ձਤ �ɹجຊ理೦

ʢ̍ʣجຊཧ೦

ʢ̎ʣকདྷ૾

ະདྷ΁ͭͳ͙ైͷ౎ͷਫͷಓ�ʙࢢຽŋऀۀࣄͱͷڠಇʙ
仙台の水道は、大正12年に給水を開始して以来、市民生活や都市活動を支える重要なライフラインと

して、仙台市の成長と発展を支えてきました。令和5年度には、給水開始100周年を迎えます。
今後の100年の未来にも、仙台の水道を引き継いでいくために、市民・事業者の皆さまと、これから到

来する人口減少社会における様々な課題に協働して取り組んでいきます。

˞̍ʲਫӡ༻ʳ 水道施設全体の中で、さま͟まなঢ়گや水ध要のม動に対応した適੾な浄水の配分をߦう͜とɻฏৗ時においͯ͸、お客さまに
安定的に給水するため、配水ྔの༧測に基づ͖、水道施設全体の中でで͖る͚ͩ効率的になるように水ӡ用をߦっͯいるɻまた、
災害や事ނ等のඇৗ時においͯ͸、஄力的な水ӡ用により、Өൣڹғを小さく、͔ͭ、早期復旧͕ਤΒΕるようにしͯいるɻ

ຊཧ೦ͱকདྷ૾̐ج

఺̍ ࣋ଓࢹ

ະདྷ΁ͭͳ͙

将来世代に過度な負担を残さ
ず、持続可能な水道システム
を構築し、歴史ある仙台の水
道を継承していきます。

఺̎ ઋ୆Β͠͞ࢹ

ైͷ౎ͷਫͷಓ

自然の水循環により成り立っ
てきた仙台の水道を守ってい
くことにより、豊かな環境と
都市活動を両立する「杜の都」
の暮らしや産業活動を支えて
いきます。

ܞ఺̏ ࿈ࢹ

ʙࢢຽɾऀۀࣄͱͷڠಇʙ

人口減少に伴い経営資源が限
られる中で、理解と信頼を得
ながら将来も水道事業を運営
していくために、市民・事業
者の皆さまと連携・協働して
水道を支えていきます。

【１】水道システムの最適化
効率的な水運用※１やリスク管理を行うことが

できる最適な水道システムを
次世代に継承し、

将来にわたって安全で良質な水道水を
供給します

【２】持続可能な経営
水道水をおಧ͚するまでの

様々な段階においͯコスト構଄を見௚し、
収ೖ・支ग़のバランス͕取Εた

経Ӧを維持します

ʲ̏ʳؔऀ܎ͱͷ࿈ڧܞԽ
お客さま、近隣水道事業体、

民間事業者、仙台市水道サービス公社等、
関係者の皆さまとの

連携・協働による՝୊解ܾに
取り組Έます

ະདྷ΁ͭͳ͙ైͷ౎ͷਫͷಓ
ʙࢢຽɾ事業ऀͱͷڠಇʙ
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ʢ̍ʣجຊཧ೦

ʢ̎ʣকདྷ૾

ະདྷ΁ͭͳ͙ైͷ౎ͷਫͷಓ ʙࢢຽŋऀۀࣄͱͷڠಇʙ
仙台の水道は、大正12年に給水を開始して以来、市民生活や都市活動を支える重要なライフラインと

して、仙台市の成長と発展を支えてきました。令和5年度には、給水開始100周年を迎えます。
今後の100年の未来にも、仙台の水道を引き継いでいくために、市民・事業者の皆さまと、これから到

来する人口減少社会における様々な課題に協働して取り組んでいきます。

˞̍ʲਫӡ༻ʳ 水道施設全体の中で、さま͟まなঢ়گや水ध要のม動に対応した適੾な浄水の配分をߦう͜とɻฏৗ時においͯ͸、お客さまに
安定的に給水するため、配水ྔの༧測に基づ͖、水道施設全体の中でで͖る͚ͩ効率的になるように水ӡ用をߦっͯいるɻまた、
災害や事ނ等のඇৗ時においͯ͸、஄力的な水ӡ用により、Өൣڹғを小さく、͔ͭ、早期復旧͕ਤΒΕるようにしͯいるɻ

ຊཧ೦ͱকདྷ૾̐ج

఺̍ࢹ ࣋ଓ

ະདྷ΁ͭͳ͙

将来世代に過度な負担を残さ
ず、持続可能な水道システム
を構築し、歴史ある仙台の水
道を継承していきます。

఺̎ࢹ ઋ୆Β͠͞

ైͷ౎ͷਫͷಓ

自然の水循環により成り立っ
てきた仙台の水道を守ってい
くことにより、豊かな環境と
都市活動を両立する「杜の都」
の暮らしや産業活動を支えて
いきます。

఺̏ࢹ ࿈ܞ

ʙࢢຽɾऀۀࣄͱͷڠಇʙ

人口減少に伴い経営資源が限
られる中で、理解と信頼を得
ながら将来も水道事業を運営
していくために、市民・事業
者の皆さまと連携・協働して
水道を支えていきます。

【１】水道システムの最適化
効率的な水運用※１やリスク管理を行うことが

できる最適な水道システムを
次世代に継承し、

将来にわたって安全で良質な水道水を
供給します

【２】持続可能な経営
水道水をおಧ͚するまでの

様々な段階においͯコスト構଄を見௚し、
収ೖ・支ग़のバランス͕取Εた

経Ӧを維持します

ʲ̏ʳؔऀ܎ͱͷ࿈ڧܞԽ
お客さま、近隣水道事業体、

民間事業者、仙台市水道サービス公社等、
関係者の皆さまとの

連携・協働による՝୊解ܾに
取り組Έます

ະདྷ΁ͭͳ͙ైͷ౎ͷਫͷಓ
ʙࢢຽɾ事業ऀͱͷڠಇʙ

け
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ʢ �ʣ࣍جظຊܭը/&84-&55&3
　局内でのܭըࡦ定の進行状況΍、֤෼໺の༗ࣝ
ऀ �໊でߏ成する「ઋ୆市水道ࣄ業ج本ܭըݕ౼
委員会」でのݕ౼状況౳Λ੝りࠐΜだ全1�ճの「࣍
、ը�/&W4-&55&3」Λ局৬員΁配৴しܭ本جظ
ըにରする関৺΍理ղΛਂΊましたʢਤܭ本ج
�ʣ。

ʢ �ʣࢢຽɾऀۀࣄͱのڠಇ
Λ「協ಇ・ܞとの࿈ऀ܎関」ըにおいてܭ本ج　
進Ίることとしたことから、協ྗ企業と࿈ܞして
水ݯᔻཆ林の保全に取り組Ή「青下のైプロジェ
クト」΍、産学׭࿈ܞにより水道水の༗ޮར用Λ
促す取組みで͋る「お;Ζ෦」Λ新たͳ࿈ࣄܞ業
として開࢝しましたʢਤ �ɺ��ʣ。

ਤ �ɹجຊܭըٴͼதܭظըのࡦࢪମܥҰཡ

水質の管理・監視の徹底1-1
仙台の水道水の魅力PR1-2

施設のライフサイクルコスト縮減への取組5-1
管路のライフサイクルコスト縮減への取組5-2

水道料金等の在り方検討6-1

ICT等の新技術を使った業務の効率化や
お客さまサービス向上7-1

キャリアを意識した計画的な人材育成8-1
人材育成環境の強化・充実8-2

管路更新のペースアップ2-1
施設・管路の計画的な耐震化2-2

災害時給水栓による応急給水体制の強化3-1
様々な取組を通した早期応急復旧体制の強化3-2

近隣水道事業体との連携推進11-1
広域連携先進事例の調査研究11-2

協働による水道事業の基盤強化12-1
民間事業者・仙台市水道サービス公社の
人材確保・技術力の維持向上支援12-2

浄水場の再構築 4-1
配水所等の再構築4-2
管路更新時のダウンサイジング4-3

戦略的な広報活動9-1
水道サポーターとの協働9-2
お客さま意識調査による効果測定・ニーズ把握9-3

関係者と連携した災害対応の充実10-1
国内外への災害経験の発信10-2

24 施策 44 事業
● 仙台市独自の水質目標に基づく水質管理（P6）
● 関係者との連携による水源保全（P6）
● 水安全計画の推進（P7）
● 水道水の安全性・おいしさ等の広報（P7）

● 管路更新のペースアップ（P8）
● 水道施設再構築構想に対応した計画的な耐震化（P8）
● 重要施設への管路の耐震化（P9）

● 災害時給水栓の設置拡大（P10）
● 災害時給水栓の周知（P10）
● 危機管理体制の強化（P11）
● 計画的な応急復旧資材の確保（P11）
● 水道施設の長期停電対策の充実（P11）

● 施設単位でのライフサイクルの分析と効果検証（P16）
● 管体調査による管路情報の収集・蓄積（P17）
● 管体調査結果に基づく想定使用年数の最適化（P17）

● 適正な料金体系の在り方検討、大口使用者
　 の実態調査・分析（P18）

● ICT活用に関する方針の策定（P19）
● 新技術の動向調査・モデル事業を踏まえた
　 本市への有効性検証（P19）

● 局内業務への理解の深化（P20）
● ジョブローテーションモデルの作成・提示（P20）
● 職員のエキスパート認定制度の創設（P20）

● 職員研修内容の充実（P21）
● 技術指導を担う職員の配置・活用（P21）
● 水道局職員研修施設の更なる活用（P21）
● ナレッジバンク（知識や経験のデータベース）の創設・活用（P21）

● お客さまとのコミュニケーション戦略の
 　策定・推進（P24）
● 給水開始100周年事業の実施（P25）
● 水道サポーター制度の創設（P25）
● お客さま意識調査の継続的な実施（P25）

● 水道サポーターとの協働による災害対策の周知（P26）
● 地域の皆さまによる応急給水活動の実施（P26）
● 他の水道事業体・民間事業者との応援体制の充実（P27）
● 災害経験の発信（P27）

● 近隣水道事業体との対話の推進（P28）
● 近隣水道事業体のニーズに応じた連携（P28）
● 他都市先進事例の調査研究（P28）

● 民間事業者等の技術・ノウハウの活用（P29）
● 民間事業者等と連携した人材確保や技術力
　 向上のための取組（P29）

● 国見浄水場・中原浄水場の統合推進（P12）
● 茂庭浄水場の長寿命化（P12）
● 小規模浄水場の段階的な統廃合（P12）
● 配水所等の更新、耐震化、統廃合（P13）
● 廃止施設の計画的撤去（P13）
● 基幹管路・配水支管のダウンサイジング（P13）

重 点

重 点

重 点

重 点

3

お客さまが実感できる
良好な水道水質の実現１

災害に強い施設・
システムづくりの推進２

被災時にも給水が継続できる
体制の強化３

水需要に合わせた
施設の再構築４

将来像

１
水道システムの
最適化

アセットマネジメントによる
ライフサイクルコストの縮減５
将来の更新財源確保に向けた

水道料金等の在り方検討６
新技術導入等による

業務の効率化・お客さまサービス向上７
水道事業を支える人材の

確保・育成及び組織体制の強化８

将来像

２
持続可能な
経営

お客さまとの双方向コミュニケーション充実
による開かれた経営の実現９

災害対応における地域・他の水道
事業体・民間事業者との連携強化10
本市の技術力・ノウハウ・ネットワークを

活かした近隣水道事業体との連携強化11
民間事業者・仙台市水道サービス公社

との更なる協働12

将来像

３
関係者との
連携強化

12 施策の基本的方向性施策体系一覧
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第１回水道事業基本計画検討委員会を開催

11月30日、太田作新学院大学名誉教授をはじめとする5名
の委員に出席いただき、第１回水道事業基本計画検討委員
会（以下、「検討委員会」という。）を開催しました。

当日の資料や議事録は、水道局HP（グループウェアも）に掲載します。

〇検討委員会とは？
⇒次期の「仙台市水道事業基本計画」（以下、計画）の策定にあたり、
各分野の有識者の専門的知見からご意見やご助言をいただき、計
画へ反映させることを目的に設置しています。
〇検討委員はどういった方々？
⇒以下の各分野の有識者７名で構成しています。
〇全部で何回開催するの？
⇒来年の11月までに合計６回を予定しています。

若狭委員「国見浄水場近くの道
路が汚れているのはなぜ？」

【委　員】 （五十音順、敬称略）

所　属 役　職 氏　名 分野

東北大学災害科学国際研究所 准教授 有働
ウドウ

  恵子
ケイコ

防災

作新学院大学 名誉教授 太田
オオタ

 　正
タダシ

経営

仙台商工会議所女性会 会長 佐藤
サトウ

 万里子
マ リ コ

経済界

早稲田大学研究院 准教授 佐藤
サトウ

  裕
ユウ

弥
ヤ

経営

東北大学大学院工学研究科 教授 西村
ニシムラ

   修
オサム

水質・環境

東北大学大学院工学研究科 教授 久田
ヒサダ

   真
マコト

土木・社会資本整備

NPO 仙台・みやぎ消費者支援ネット 副代表理事 若狭
ワカサ

 久美子
ク ミ コ

消費生活

久田委員「仙台市のグランドビジョンに基
づいて、他のセクションも込みで考えていく
というような視点も必要で、仙台市の将来
の行く末という観点で基本計画をおまとめ
になられたらいいと思います。」

⇒委員の皆様からその他多くの意見をい
ただきました。

当日の資料や議

施設課長「一つの要因として、浄水場で水をき
れいにする際に出た泥をトラックで場外へ運ん
でいることが考えられます。」（難しい質問への
回答、ありがとうございました。⇒事務局より）

当日は、多くの報道関係者の取材を受けま
した！（NHKやKHB、河北新報社など）河北新報社など）

、水道局HP（グル議事録は、

委員長に太田正作新学院大学名誉教授、
副委員長に西村修東北大学大学院工学研究科教授を選出
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� ɽܭըࡦఆޙのऔ૊

ऀࣄ定のཌ年には、局৬員一ਓ一ਓ͕౰ࡦըܭ　
ҙࣝΛ΋って、水道ࣄ業のݱ状Λ理ղした上で、
௚しにओମݟ業内༰のࣄը౳の進௙管理΍ܭ本ج
తに関Θっていけるよ͏、また将དྷのج本ܭը౳
のࡦ定Λݟਾ͑た局৬員のҭ成とい͏؍఺΋౿ま
͑、局内全෦ॺΛର৅にج本ܭը౳のઆ໌会Λ全
2�ճ2��໊の৬員に実ࢪしましたʢਤ��ʣ。
　実ޙࢪのΞンέートでは、໿ �ׂの参加ऀ͕༗
ҙٛで͋ったとධՁし、さらに、「全ମܭը・ํ
਑にͭいて理ղΛਂΊること͕で͖た。࡞成した
ਓからのઆ໌は大มΘかり΍すかった。」΍「局
全ମで取り組Μで行͖ましΐ͏とい͏ࢥい͕఻
Θって͖た。」、「৬員からの࣭໰͕ଟく、೉しい
࣭໰に΋౴͑ていただ͖、ָしく༗ҙٛͳ時ؒと
ͳった。」ͳͲのଟくのલ向͖ͳҙ͕ݟでました。

� ɽおΘΓʹ

定に際し、局৬員͕一ؙとͳっࡦը౳のܭ本ج　
て水道ࣄ業の運営にܞΘり、より実ޮੑのߴいܭ
ըとするたΊ、֤छ取組みΛࢼ行ޡࡨしͳ͕ら進
Ίて͖ました。
ը౳の進௙管理ܭ本ج、は৬員一ਓ一ਓ͕ޙࠓ　
΍ࣄ業内༰のݟ௚しにओମతに関ΘΕるよ͏、ま
た、࣍のج本ܭը౳のࡦ定Λݟਾ͑た局৬員のҭ
成とい͏؍఺΋౿ま͑、༷ʑͳ機会Λଊ͑てج本
。ています͑ߟը౳のप஌౳に౒Ίてい͖たいとܭ
定に౰たり୔山のํʑのご協ྗࡦըܭ、にޙ࠷　
͋ってのことと、৺よりँײਃし上͛ます。

は、Ҏ下の23コーࡉըのৄܭظը及び中ܭ本ج�・
υからごཡください。

・�青下のైプロジェクト及びお;Ζ෦の׆ಈৄࡉ
は、Ҏ下の23コーυからごཡください。

・�ご࣭໰౳͕ご͟いましたらҎ下のΞυレスにご
࿈བྷください。
　hJroshJ@nJshJ[awa!cJty.sendaJ.jp
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